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仏
性
顕
在
論
に
つ
い
て

伊

藤

秀

憲

愛
知
学
院
大
学

一

問

題

の

所

在

峯
の
色
谷
の
響
も
皆
な
が
ら
、
吾
が
釈
迦
牟
尼
の
声
と
姿
と
（
道
元
全

下
・
四
一
一
頁
）

こ
れ
は
、
道
元
禅
師
の
作
と
さ
れ
る
和
歌
、

題
法
華
経
五
首

の
中
の
一
首
で
あ
る
。
船
津
洋
子
氏
は

道
元
の
真
作
が
確
証
で
き

る
歌
は
絶
無

で
あ
る
が
、
こ
の

題
法
華
経
五
首

に
つ
い
て
は
、

道
元
真
作
と
し
て
の
可
能
性
を
有
す
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
現
在
の
資
料
か
ら
道
元
真
作
を
決
定
す
る
こ
と
は
甚
だ
困
難
で
は

１
あ
る

と
言
わ
れ
る
。
仮
に
こ
れ
を
、
道
元
禅
師
真
作
と
す
る
と
、

こ
の
歌
は
、
季
節
に
よ
っ
て
変
化
す
る
峯
の
色
も
、
谷
川
の
水
の
音
も
す
べ
て
そ
の
ま
ま
に
、
釈
迦
牟
尼
仏
の
声
と
姿
で
あ
る
と
い
う
こ

と
を
詠
っ
た
も
の
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
釈
迦
牟
尼
仏
が
、
峯
の
色
、
谷
の
響
と
し
て
顕
れ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ

れ
は
山
内

２
舜
雄
・
松
本
史
朗
両
氏
の
説
に
よ
れ
ば
、

仏
性
顕
在
論

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

松
本
氏
は
、
如
来
蔵
思
想
に
は
、
イ
ン
ド
の
如
来
蔵
思
想
と
し
て
の

仏
性
内
在
論

（
仏
性
は
、
人
間
存
在
、
特
に
そ
の
肉
体
の
中
に
、

存
在
し
て
い
る
と
い
う
説
）
と
、
老
荘
思
想
に
も
と
づ
く
そ
の
中
国
的
展
開
と
し
て
の

仏
性
顕
在
論

（
仏
性
は
事
物
（
現
象
）
に
お
い
て
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全
面
的
に
顕
れ
て
い
る
、
ま
た
は
、
事
物
そ
の
も
の
が
仏
性
の
顕
れ
で
あ
る
と
い
う
説
）
と
が

３
あ
る
と
し
、
更
に

仏
性
修
顕
論

を
立
て
ら

れ
る
。
こ
れ
は
、

弁
道
話

の

こ
の
法
は
、
人
人
の
分
上
に
ゆ
た
か
に
そ
な
は
れ
り
と
い
へ
ど
も
、
い
ま
だ
修
せ
ざ
る
に
は
あ
ら
は

れ
ず
、
証
せ
ざ
る
に
は
う
る
こ
と
な
し

（
道
元
全

上
・
七
二
九
頁
。
傍
線
は
筆
者
。
以
下
同
じ
）
の
傍
線
部
分
に
も
と
づ
い
て
造
ら
れ
た

語
で
あ
り
、

仏
性
は
修
行
に
よ
っ
て
顕
れ
る
と
い

４
う
説

の
意
味
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
次
の
よ
う
な
如
来
蔵
思
想
に
内
部
区
分
を
認
め
る
仮
説
を
立
て
、
図
示
さ

５
れ
た
。

①
仏
性
内
在
論
（
如
来
蔵
思
想
①
）〔
二
元
論
的
〕

↓
修
行
必
要
論

②
仏
性
顕
在
論
（
如
来
蔵
思
想
②
）〔
一
元
論
的
〕

↓
修
行
不
要
論

③
仏
性
修
顕
論
（
如
来
蔵
思
想
③

↓
修
行
必
要
論

松
本
氏
は

仏
性
は
〞
一
切
法

に
お
い
て
全
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
修
行
の
必
要
性
と
い
う
こ
と
は
成
立
し
な
い
。
つ
ま
り
、

仏
性
修
顕
論

は
、

仏
性
顕
在
論

に
も
と
づ
い
て
い
る
以
上
、
論
理
的
に
成
立
し

６
な
い

と
言
わ
れ
る
。

で
は
、
和
歌
に
詠
わ
れ
る
よ
う
な

峯
の
色
、
谷
の
響

と
い
っ
た
自
然
が
、
す
べ
て
仏
そ
の
も
の
で
あ
る
と
す
る
の
が
道
元
禅
師
の

自
然
の
捉
え
方
、
即
ち

仏
性
顕
在
論

が
道
元
禅
師
の
立
場
で
あ
っ
て
、

仏
性
修
顕
論

は
本
当
に
成
立
し
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
た
、
松
本
氏
は
、
道
元
禅
師
の
思
想
を

鎌
倉
行
化
の
失
敗

を
分
岐
点
と
し
て
、
十
二
巻

正
法
眼
蔵

よ
り
も
前
の
前
期
と
、

十
二
巻

正
法
眼
蔵

を
中
心
と
す
る
後
期
と
に
分
け
、
前
期
の
道
元
禅
師
の
基
本
的
立
場
は

仏
性
顕
在
論

で
あ
っ
て
、
こ
の
立
場

よ
り

仏
性
内
在
論

を
批
判
し
て
い
た
が
、
後
期
で
は
、
前
期
の
自
ら
の
立
場
で
あ
る

仏
性
顕
在
論

を
も
否
定
し
、

深
信
因
果

と
し
て
縁
起
説
を
強
調
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
さ

７
れ
る
。
そ
し
て
、
十
二
巻
本

正
法
眼
蔵

の
、

第
四

発
菩
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心

巻
か
ら
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十
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四
禅
比
丘

巻
の
間
に
、

仏
性
顕
在
論

の
肯
定
か
ら
否
定
へ
と
い
う
大
き
な
思
想
的
変
化
が
道
元
に
起
こ
っ
た
と

え
る
べ
き
で

あ

８
ろ
う

と
言
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な

仏
性
顕
在
論

の
肯
定
か
ら
否
定
へ
と
い
う
思
想
的
変
化
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

以
下
、
松
本
説
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
道
元
禅
師
が
自
然
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
の
か
を
見
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

二

仏
性
顕
在
論
と
天
台
本
覚
法
門

松
本
氏
は
、

正
法
眼
蔵
仏
性

の
次
の
一
段
を
引
用
さ
れ
る
。

一
切
衆
生
な
に
と
し
て
か
仏
性
な
ら
ん
、
一
切
仏
性
あ
ら
ん
。
も
し
仏
性
あ
る
は
、
こ
れ
魔
党
な
る
べ
し
。
魔
子
一
枚
を
将
来
し
て
、

一
切
衆
生
に
か
さ
ね
ん
と
す
。
仏
性
こ
れ
仏
性
な
れ
ば
、
衆
生
こ
れ
衆
生
な
り
。
衆
生
も
と
よ
り
仏
性
を
具
足
せ
る
に
あ
ら
ず
。

（
道
元
全

上
・
二
八
頁
。
傍
線
は
筆
者
。
以
下
同
じ
）

こ
れ
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
、

も
し
仏
性
あ
る
は
、
こ
れ
魔
党
な
る
べ
し

と
あ
る
が
、

仏
性
あ
る

と
は

衆
生
に
仏
性
が
有
る

と
説
く

仏
性

内
在
論

を
意
味
し
て
い
る
。

衆
生
も
と
よ
り
仏
性
を
具
足
せ
る

と
い
う
の
も
、
同
様
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
道
元
の
自

身
の
立
場
で
あ
る

仏
性
顕
在
論

を
説
く
の
が

仏
性
こ
れ
仏
性
な
れ
ば
、
衆
生
こ
れ
衆
生
な
り

と
い
う
語
な
の
で

９
あ
る
。

そ
し
て
、
結
論
と
し
て
、

前
期
の
道
元
の
思
想
的
立
場
を

仏
性
顕
在
論

、
あ
る
い
は
、

仏
性
顕
在
論

に
よ
る

仏
性
内
在
論

の
否
定
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ

10
ろ
う

と
言
わ
れ
る
。
と
す
る
と
、
天
台
本
覚
法
門
と
の
関
係
は
ど
う
な
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
な

る
が
、
松
本
氏
は
、

道
元
は
初
期
に
お
い
て
天
台
本
覚
法
門
と
全
く
同
様
に
、

仏
性
顕
在
論

と
い
う
極
端
な
如
来
蔵
思
想
、
つ
ま
り

〞
全
肯
定

の
論
理
を
説
い
て
い
た
の
で

11
あ
る

と
言
わ
れ
る
。
要
す
る
に
、
初
期
の
道
元
禅
師
は
、

仏
性
顕
在
論

に
よ
っ
て

仏
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性
内
在
論

を
否
定
し
た
の
で
あ
っ
て
、

仏
性
顕
在
論

を
肯
定
し
た
と
い
う
点
で
は
、
天
台
本
覚
法
門
と
変
わ
り
は
な
か
っ
た
と
い

う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
道
元
禅
師
が
比
叡
山
で
懐
い
た
と
伝
記
に
記
さ
れ
る
疑
問
と
の
関
係
は
ど
う
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

三
大
尊
行
状
記

等
の

道
元
伝
に
記
さ
れ
る

本
来
本
法
性
、
天
然
自
性
身

と
い
う
の
は

仏
性
顕
在
論

で
あ
り
、

仏
性
顕
在
論

は

修
行
不
要
論

で
あ
る
か
ら
、
修
行
は
必
要
な
い
は
ず
で
あ
る
の
に
、
何
故
諸
仏
は
発
心
修
行
す
る
の
か
、
と
い
う
天
台
本
覚
法
門
に
対
す
る
疑
問
で
あ

っ
た
は
ず
で

12
あ
る
。
伝
記
で
は
、
こ
の
疑
問
を
三
井
の
公
胤
僧
正
に
尋
ね
、
公
胤
よ
り
、
入
宋
し
て
禅
を
学
ぶ
べ
き
こ
と
を
勧
め
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
比
叡
山
を
下
り
、
建
仁
寺
の
明
全
に
就
き
、
そ
の
後
入
宋
し
た
の
で
あ
る
。

宝
慶
記

の
如
浄
と
の
問
答
が
、
こ
の
疑
問
の
解
答
と
な
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

拝
問
、
古
今
善
知
識
曰
、
如
魚
飲
水
冷
煖
自
知
、
此
自
知
即
覚
也
、
以
之
為
菩
提
之
悟
。
道
元
難
云
、
若
自
知
即
正
覚
者
、
一
切
衆

生
皆
有
自
知
、
一
切
衆
生
依
有
自
知
、
可
為
正
覚
之
如
来
耶
。
或
人
云
、

可
然
、
一
切
衆
生
無
始
本
有
之
如
来
也

。
或
人
云
、

一
切
衆
生
不
必
皆
是
如
来
、
所
以
者
何
、
若
知
自
覚
性
智
即
是
者
、
即
是
如
来
也
、
未
知
者
不
是
也

。
如
是
等
説
、
可
是
仏
法

否
。

和
尚
示
曰
、
若
言
一
切
衆
生
本
是
仏
者
、
還
同
自
然
外
道
也
。
以
我
我
所
比
諸
仏
、
不
可
免
未
得
謂
得
、
未
証
謂
証
者
也
。（
道
元

全

下
・
三
七
二
頁
。
括
弧
は
筆
者
。
以
下
同
じ
）

船
岡
誠
氏
は
、

一
切
衆
生
無
始
本
有
之
如
来
也

は

本
覚
思
想

を
意
味
し
、

若
知
自
覚
性
智
即
是
者
、
即
是
如
来
也

は
、

本
覚
法
門

の
初
期
文
献
で
あ
る
と
い
わ
れ
る

牛
頭
法
門
要
纂

の

心
性
の
本
源
は
、
凡
聖
一
如
に
し
て
二
如
な
し
。
此
を
本
覚

如
来
と
名
づ
け
、
此
を
知
る
を
聖
人
と
名
づ
く
。
此
理
に
迷
う
は
凡
夫
と
号
す

に
通
じ
る
と
言
わ

13
れ
る
。
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道
元
禅
師
の
問
い
に
対
す
る
如
浄
の
答
え
は
、

も
し
一
切
衆
生
は
本
来
仏
で
あ
る
と
言
う
な
ら
ば
、
そ
れ
は
自
然
外
道
の

え
に
同

じ
で
あ
る

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
如
浄
の
答
え
に
よ
っ
て
、
道
元
禅
師
の
長
年
の
疑
問
は
解
決
し
た
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
こ
と

は
、

本
覚
思
想

も

本
覚
法
門

も
、

自
然
外
道

と
同
じ

え
で
あ
る
こ
と
を
、
こ
の
時
点
で
は
っ
き
り
と
理
解
し
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
そ
う
で
あ
る
の
に
、

道
元
は
初
期
に
お
い
て
天
台
本
覚
法
門
と
全
く
同
じ
、

仏
性
顕
在
論

と
い
う
極
端
な
如
来
蔵
思
想
、

つ
ま
り
〞
全
肯
定

の
論
理
を
説
い
て
い
た

と
い
う
こ
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。

仏
性
顕
在
論

に
よ
っ
て

仏
性

内
在
論

を
否
定
し
た
の
で
は
あ
る
が
、

仏
性
顕
在
論

は
天
台
本
覚
法
門
と
変
わ
り
が
な
い
こ
と
を
、
道
元
禅
師
は
理
解
し
得
な
か

っ
た
の
で
あ
ろ

14
う
か
。
そ
れ
と
も
、
道
元
禅
師
が
説
く

仏
性
顕
在
論

は
、
本
覚
法
門
と
は
異
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
筆
者
は

仏
性
顕
在
論

が
道
元
禅
師
の
思
想
の
基
本
的
立
場
で
あ
る
と
は

え
な
い
の
で
あ
る
。
次
に
そ
の
点
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
し
た

い
。

三

仏
性
は
成
仏
と
同
生
同
参

道
元
禅
師
の
思
想
の
基
本
的
立
場
を
示
す
も
の
と
し
て
、

仏
性

と

栢
樹
子

の
巻
の
文
章
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

仏
性
の
道
理
は
、
仏
性
は
成
仏
よ
り
さ
き
に
具
足
せ
る
に
あ
ら
ず
、
成
仏
よ
り
の
ち
に
具
足
す
る
な
り
。
仏
性
か
な
ら
ず
成
仏
と
同

参
す
る
な
り
。
こ
の
道
理
よ
く
よ
く
参
究
功
夫
す
べ
し
、
三
二
十
年
も
功
夫
参
学
す
べ
し
。
十
聖
三
賢
の
あ
き
ら
む
る
と
こ
ろ
に
あ

ら
ず
。
衆
生
有
仏
性
、
衆
生
無
仏
性
と
道
取
す
る
、
こ
の
道
理
な
り
。
成
仏
以
来
に
具
足
す
る
法
な
り
と
参
学
す
る
、
正
的
な
り
。

か
く
の
ご
と
く
学
せ
ざ
る
は
、
仏
法
に
あ
ら
ざ
る
べ
し
。
か
く
の
ご
と
く
学
せ
ず
ば
、
仏
法
あ
へ
て
今
日
に
い
た
る
べ
か
ら
ず
。
も

し
こ
の
道
理
あ
き
ら
め
ざ
る
に
は
、
成
仏
を
あ
き
ら
め
ず
、
見
聞
せ
ざ
る
な
り
。（

仏
性

道
元
全

上
・
二
〇
頁
）
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た
れ
か
道
取
す
る
、
仏
性
か
な
ら
ず
成
仏
す
べ
し
と
。
仏
性
は
成
仏
以
後
の
荘
厳
な
り
、
さ
ら
に
成
仏
と
同
生
同
参
す
る
仏
性
も
あ

る
べ
し
。（

栢
樹
子

道
元
全

上
・
三
五
二
頁
）

仏
性

の
巻
で
は
、
仏
性
は

成
仏
よ
り
の
ち
に
具
足
す
る
な
り

成
仏
以
来
に
具
足
す
る
法
な
り

と
説
か
れ
た
こ
と
が
、

栢

樹
子

の
巻
で
は

仏
性
は
成
仏
以
後
の
荘
厳
な
り

と
説
か

15
れ
る
。
同
様
に
、

仏
性
か
な
ら
ず
成
仏
と
同
参
す
る
な
り

に
相
当
す

る
の
が
、

成
仏
と
同
生
同
参
す
る
仏
性
も
あ
る
べ
し

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
仏
性
と
は
、
成
仏
以
前
に
具
わ
っ
て
い
る
の
で
は
な

く
、
成
仏
と
同
時
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
先
の

仏
性

の
巻
の

仏
性
か
な
ら
ず
成
仏
と
同
参
す
る
な
り

は
、
道
元
禅
師
が
再
治
の
際
に
付
加
し
た
文
で
あ
る

（

道
元
真
蹟
集

六
六
八
頁
）。
こ
の
一
文
に
よ
っ
て
、
仏
性
は
成
仏
よ
り
先
に
具
足
す
る
の
で
は
な
く
、
成
仏
と
同
時
で
あ
る
と
、
仏

性
の
具
足
と
成
仏
と
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
よ
り
明
確
に
示
さ
れ
た
と
言
え
る
。

で
は
、

仏
性

の
巻
で

悉
有
は
仏
性
な
り

（
道
元
全

上
・
一
四
頁
）、

山
河
大
地
、
み
な
仏
性
海
な
り

（
同
、
一
七
頁
）
と
説
か

れ
る
、
悉
有
或
い
は
山
河
大
地
が
仏
性
で
あ
る
と
す
る
主
張
（
仏
性
顕
在
論
）
と
の
関
係
は
ど
う
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
仏
性
の
顕
在
と

い
う
こ
と
は
、

弁
道
話

に

こ
の
法
は
、
人
人
の
分
上
に
ゆ
た
か
に
そ
な
は
れ
り
と
い
へ
ど
も
、
い
ま
だ
修
せ
ざ
る
に
は
あ
ら
は
れ

ず
、
証
せ
ざ
る
に
は
う
る
こ
と
な
し

と
あ
る
よ
う
に
、
修
に
よ
っ
て
証
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
悉
有
や
山
河
大

地
が
仏
性
と
し
て
存
在
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
証
し
な
い
者
に
と
っ
て
は
、
悉
有
は
悉
有
で
あ
り
、
山
河
大
地
は
山
河
大
地
で
あ
っ

て
仏
性
で
は
な
い
。
証
し
た
者
、
成
仏
の
時
に
初
め
て
、
悉
有
、
山
河
大
地
が
、
仏
性
の
顕
れ
で
あ
る
と
言
い
得
る
の
で

16
あ
る
。

そ
の
こ
と
は
、

谿
声
山
色

の
巻
に
お
い
て
、
東
坡
居
士
蘇

が
、
一
夜
、
谷
川
の
水
の
音
を
聞
い
て
悟
道
し
、
照
覚
常
総
に
呈
示

し
た

谿
声
便
是
広
長
舌
、
山
色
無
非
清
浄
身
、
夜
来
八
万
四
千

、
他
日
如
何
挙

17
似
人

（
道
元
全

上
・
二
一
五
頁
）
を
あ
げ
、

道
元
禅
師
と
自
然
（
伊
藤
秀
憲
）

二
〇
〇



従
来
の
春
秋
は
山
水
を
見
聞
せ
ざ
り
け
り
、
夜
来
の
時
節
は
山
水
を
見
聞
す
る
こ
と
わ
づ
か
な
り
。（
道
元
全

上
・
二
一
六
頁
）

と
説
か
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
わ
か
る
。
こ
れ
ま
で
も
、
山
の
色
、
谷
川
の
水
の
音
は
見
聞
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、

見
聞
せ
ざ

り
け
り

と
あ
る
の
は
、

谷
川
の
水
の
音
は
仏
の
説
法
で
あ
り
、
山
の
色
は
仏
の
清
浄
身
で
あ
る

と
見
聞
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
し
か
し
、
一
夜
、
悟
道
の
時
に
、
初
め
て
谷
川
の
水
の
音
、
山
の
色
が
仏
の
声
と
姿
と
し
て
捉
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

仏
性
聞
書

の
次
の
記
述
は
、
ま
さ
に
こ
の
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

仏
性
ハ
仏
ノ
眼
ヲ
以
テ
見
ル
、
人
界
ヲ
ハ
我
等
カ
眼
ヲ
モ
テ
見
ル
程
ニ
見
ル
ナ
リ
、
無
能
所
ト
コ
ロ
ヲ
、
我
等
カ
ツ
ネ
ノ
眼
見
目

ニ
ア
ラ
ス
ト
ハ
云
也
、（
曹
全

注
解
一
・
七
二
ｂ
）

谷
川
の
水
の
音
、
山
の
色
な
ど
あ
ら
ゆ
る
存
在
（
悉
有
）
が
仏
性
で
あ
る
と
言
い
得
る
の
は
、
凡
夫
の
眼
で
見
た
の
で
は
な
く
、
能
所

の
な
い
仏
の
眼
で
見
た
時
で
あ
る
。

唯
仏
与
仏

の
巻
に
も
、

仏
法
は
、
人
の
知
る
べ
き
に
は
あ
ら
ず
。
こ
の
故
に
昔
し
よ
り
、
凡
夫
と
し
て
仏
法
を
悟
る
な
し
、
二
乗
と
し
て
仏
法
を
き
は
む
る

な
し
。
独
り
仏
に
さ
と
ら
る
る
故
に
、
唯
仏
与
仏
、
乃
能
究
尽
と
云
ふ
。（
道
元
全

上
・
七
八
〇
頁
）

と
あ
る
よ
う
に
、
た
だ
仏
と
仏
と
の
み
が
仏
法
（
仏
性
）
を
究
尽
す
る
の
で
あ
っ
て
、
仏
以
外
の
者
に
は
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ

る
。
仏
の
眼
か
ら
見
れ
ば
、
山
河
大
地
は
仏
性
で
あ
っ
て
も
、
山
河
大
地
に
変
化
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
。
成
仏
に
よ
っ
て
山
河
大
地
が

仏
性
と
し
て
現
成
し
た
（
成
仏
よ
り
の
ち
に
具
足
し
た
）
の
で
あ
っ
て
、
自
然
と
し
て
の
山
河
大
地
は
何
ら
変
わ
っ
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。

成
仏
し
た
者
、
即
ち
仏
か
ら
す
る
と
、
山
河
大
地
は
本
来
仏
性
と
し
て
あ
っ
た
（
仏
性
顕
在
）
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
道
元
禅
師
は

本

証

と
言
う
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

い
ま
だ
修
せ
ざ
る
に
は
〔
山
河
大
地
が
仏
性
と
し
て
〕
あ
ら
は
れ
ず
、
証
せ
ざ
る
に
は
〔
山
河

大
地
が
仏
性
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
〕
う
る
こ
と
な
し

と
な
る
の
で
あ
る
。

道
元
禅
師
と
自
然
（
伊
藤
秀
憲
）

二
〇
一



仏
性

の
巻
に
も

悉
有
は
仏
性
な
り

と
い
う
よ
う
に
、

仏
性
は
一
切
法
に
お
い
て
全
現
し
て
い
る

と
す
る
記
述
は
あ
る
。

し
か
し
、
仏
性
の
顕
在
、
そ
れ
は
本
証
で
あ
っ
て
、
仏
の
側
か
ら
言
い
得
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
知
る
に
は
証
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
本
証
を
実
証
す
る
に
は
、

弁
道
話

で

修
証
こ
れ
一
等

修
の
ほ
か
に
証
を
ま
つ
お
も
ひ
な
か
れ

等
と
述
べ
ら
れ
て
い
る

よ
う
に
、
修
す
必
要
が
あ
る
。
修
の
ほ
か
に
証
は
な
く
、
修
が
即
ち
証
で
あ
る
。
本
証
の
上
に
お
い
て
、
実
修
す
る
こ
と
、
そ
れ
が
本
証

を
実
証
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
修
を
離
れ
て
別
に
仏
性
が
顕
在
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

仏
性
修
顕
論

は

仏
性
顕
在

論

に
も
と
づ
い
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
論
理
的
に
は
成
立
し
な
い

の
で
は
な
く
、
仏
性
の
顕
在
と
い
う
こ
と
は
、
行
じ
る
と
こ
ろ

に
お
い
て
言
え
る
の
で
あ
る
か
ら
、
道
元
禅
師
が

仏
性
顕
在
論

を
説
い
た
と
し
て
も
、

修
行
不
要
論

と
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

四

思
想
的
変
化
の
有
無

松
本
氏
は
、
道
元
禅
師
の
思
想
を

鎌
倉
行
化
の
失
敗

を
分
岐
点
と
し
て
、
前
期
の
道
元
禅
師
の
基
本
的
立
場
で
あ
っ
た

仏
性
顕

在
論

を
後
期
で
は
否
定
し
た
と
し
、
十
二
巻
本

正
法
眼
蔵

の
、
第
四

発
菩
提
心

巻
か
ら
第
十

四
禅
比
丘

巻
の
間
に
、

仏
性
顕
在
論

の
肯
定
か
ら
否
定
へ
と
い
う
大
き
な
思
想
的
変
化
が
起
こ
っ
た
と
す
る
の
で
あ
る
。

筆
者
は
、
先
に
、
修
行
な
く
し
て
成
仏
以
前
に
仏
性
が
具
わ
っ
て
い
る
と
い
う

え
は
、

仏
性

栢
樹
子

の
巻
で
否
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
指
摘
し
た
か
ら
、
松
本
氏
の
言
わ
れ
る
よ
う
な

仏
性
顕
在
論

が
前
期
の
道
元
禅
師
の
基
本
的
立
場
で
あ
っ
た
と
は

え
な

い
。
し
か
し
、
松
本
氏
は
十
二
巻
本

正
法
眼
蔵

の

四
禅
比
丘

の
巻
を
引
用
し
て
、
そ
の
変
化
を
主
張
さ
れ
る
の
で
、
そ
れ
を
見

て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

あ
る
が
い
は
く
、
⒜

諸
仏
如
来
ひ
ろ
く
法
界
を
証
す
る
ゆ
ゑ
に
、
微
塵
法
界
、
み
な
諸
仏
の
所
証
な
り

。
し
か
あ
れ
ば
、
依
正

道
元
禅
師
と
自
然
（
伊
藤
秀
憲
）

二
〇
二



二
報
と
も
に
如
来
の
所
証
と
な
り
ぬ
る
が
ゆ
ゑ
に
、
山
河
大
地
・
日
月
星
辰
・
四
倒
三
毒
、
み
な
如
来
の
所
証
な
り
。
山
河
を
見
る

は
如
来
を
み
る
な
り
、
三
毒
四
倒
、
仏
法
に
あ
ら
ず
と
い
ふ
こ
と
な
し
。
微
塵
を
み
る
は
法
界
を
み
る
に
ひ
と
し
、
造
次
顚

、
み

な
三
菩
提
な
り
。
こ
れ
を
大
解
脱
と
い
ふ
、
こ
れ
を
単
伝
直
指
の
祖
道
と
な
づ
く

。
か
く
の
ご
と
く
い
ふ
と
も
が
ら
が
、
大
宋
国

に
稲
麻
竹
葦
の
ご
と
く
、
朝
野
に
遍
満
せ
り
。
し
か
あ
れ
ど
も
、
こ
の
と
も
が
ら
、
た
れ
人
の
児
孫
と
い
ふ
こ
と
あ
き
ら
か
な
ら
ず
、

お
ほ
よ
そ
仏
祖
の
道
を
し
ら
ざ
る
な
り
。
た
と
ひ

諸
仏
の
所
証

と
な
る
と
も
、
山
河
大
地
た
ち
ま
ち
に

凡
夫
の
所
見

な
か

る
べ
き
に
あ
ら
ず
。

諸
仏
の
所
証

と
な
る
道
理
を
な
ら
は
ず
、
き
か
ざ
る
な
り
。
な
ん
ぢ

微
塵
を
み
る
は
法
界
を
み
る
に
ひ

と
し

と
い
ふ
、
民
の
王
に
ひ
と
し
と
い
は
ん
が
ご
と
し
。
ま
た
な
ん
ぞ
法
界
を
み
て
微
塵
に
ひ
と
し
と
い
は
ざ
る
。
も
し

こ
の

と
も
が
ら
の
所
見

を
仏
祖
の
大
道
と
せ
ば
、
諸
仏
出
世
す
べ
か
ら
ず
、
祖
師
出
現
す
べ
か
ら
ず
、
衆
生
得
道
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。

た
と
ひ
生
即
無
生
と
体
達
す
と
も
、
こ
の
道
理
に
あ
ら
ず
。（
道
元
全

上
・
七
一
一
頁
）

先
ず
、
⒜
の

あ
る
が
い
わ
く

で
あ
る
が
、
そ
の
中
の

微
塵
法
界
、
み
な
諸
仏
の
所
証
な
り

は
、
あ
る
人
の
誤
っ
た
説
、
否
定

さ
れ
る
べ
き
説
で
は
な
く
、
ひ
ろ
く
法
界
を
証
し
た
諸
仏
如
来
の
立
場
か
ら
述
べ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
あ
れ
ば

以
下

こ
れ
を

単
伝
直
指
の
祖
道
と
な
づ
く

ま
で
が
あ
る
人
の
主
張
で
あ
と
筆
者
は

え
る
。

松
本
氏
は
、
⒜
の
所
説
は

仏
性
顕
在
論

で
あ
り
、

山
河
を
み
る
は
如
来
を
み
る
な
り

は
、
前
期
に
書
い
た
自
己
の
文
章
で
あ

る

仏
性

の
巻
（
一
二
四
一
年
）
の

山
河
を
み
る
は
仏
性
を
み
る
な
り

（
道
元
全

上
・
一
七
頁
）
を
、

微
塵
を
み
る
は
法
界
を
み

る
に
ひ
と
し

は
、
や
は
り
前
期
の

法
華
転
法
華

の
巻
（
一
二
四
一
年
）
の

微
塵
を
み
る
と
き
、
法
界
を
み
ざ
る
に
あ
ら
ず

（
道

元
全

上
・
七
七
三
頁
）
を
、
批
判
対
象
と
し
て
示
し
た
も
の
と
言
わ

18
れ
る
。

し
か
し
、
⒜
の
所
説
は
、
誰
の
児
孫
か
も
わ
か
ら
ず
、
仏
祖
の
道
を
知
ら
な
い
者
、

山
河
大
地

が

諸
仏
の
所
証

と
な
る
（
言

道
元
禅
師
と
自
然
（
伊
藤
秀
憲
）

二
〇
三



い
換
え
れ
ば

微
塵
法
界
、
み
な
諸
仏
の
所
証
な
り

と
い
う
こ
と
の
）
道
理
を
な
ら
わ
ず
、
聞
か
な
い
者
の
見
解
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
た

と
い

山
河
大
地

が

諸
仏
の
所
証

と
な
っ
て
も
、

凡
夫
の
所
見
な
か
る
べ
き
に
あ
ら
ず

（
凡
夫
の
見
る
山
河
大
地
が
な
い
わ
け
で

は
な
い
。
凡
夫
に
は
凡
夫
の
見
る
山
河
大
地
が
あ
る
）
と
言
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
松
本
氏
が
先
に
引
か
れ
た

法
華
転
法
華

の
巻
も
、
後
の
文
を
含
め
て
引
用
す
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

微
塵
を
み
る
と
き
、
法
界
を
み
ざ
る
に
あ
ら
ず
。
法
界
を
証
す
る
に
、
微
塵
を
証
せ
ざ
る
に
あ
ら
ず
。（
中
略
）
た
だ
こ
れ
仏
之
知

見
を
も
て
微
塵
を
み
る
と
、
微
塵
に
坐
す
る
と
の
、
こ
と
な
る
の
み
な
り
。（
道
元
全

上
・
七
七
三
頁
）

微
塵
を
み
る
と
き
、
法
界
を
み
ざ
る
に
あ
ら
ず

も
、
凡
夫
の
眼
で
見
て
い
る
の
で
は
な
く
、
仏
の
知
見
で
見
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、

四
禅
比
丘

の
巻
の
⒜
の

微
塵
を
み
る
は
法
界
を
み
る
に
ひ
と
し

と
い
う
の
は

凡
夫
の
所
見

で
あ
る
。
そ

れ
故
、

な
ん
ぢ
微
塵
を
み
る
は
法
界
を
み
る
に
ひ
と
し
と
い
ふ
、
民
の
王
に
ひ
と
し
と
い
は
ん
が
ご
と
し

と
批
判
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

証

は

見

を
意
味

19
す
る
の
で
は
な
く
、

所
見

と

所
証

と
を
は
っ
き
り
と
区
別
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
角
田
泰
隆
氏
の
言
わ
れ
る
よ
う
に
、

見
る

と
い
う
の
が
凡
夫
の
立
場
で
あ
り
、

証
す
る
（
実
証
す
る
）

と
い

う
の
が
諸
仏
の
立
場
で

20
あ
る
。

以
上
論
じ
た
よ
う
に
、
後
期
の

四
禅
比
丘

の
巻
で
、
前
期
の

仏
性
顕
在
論

を
否
定
し
た
と
い
う
こ
と
は
言
い
得
な
い
の
で
あ

る
。

五

結

語

道
元
禅
師
は
、
あ
ら
ゆ
る
存
在
す
る
も
の
に
仏
性
が
顕
在
し
て
い
る
と
い
う
立
場
（
仏
性
顕
在
論
）
か
ら
、
仏
性
の
内
在
（
仏
性
内
在

道
元
禅
師
と
自
然
（
伊
藤
秀
憲
）

二
〇
四



論
）
を
批
判
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に
止
ま
っ
て
い
た
の
で
は
、
天
台
本
覚
法
門
と
同
じ
で
あ
る
。
仏
性
の
顕
在
と
い
う
こ
と
は
、
あ
ら
ゆ

る
存
在
す
る
も
の
が
仏
性
と
し
て
既
に
顕
在
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
実
修
実
証
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
言
え
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
証

し
た
者
か
ら
す
れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
存
在
す
る
も
の
は
仏
性
で
あ
る
と
言
い
得
る
の
で
あ
る
か
ら
、
仏
性
の
顕
在
を
説
い
て
も
誤
り
と
は
言

え
な
い
。
道
元
禅
師
は
こ
の
立
場
か
ら

仏
性
内
在
論

を
否
定
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
最
初
に
あ
げ
た
、

峯
の
色
谷
の
響
も
皆
な

が
ら
、
吾
が
釈
迦
牟
尼
の
声
と
姿
と

と
い
う
歌
も
、
道
元
禅
師
の
真
作
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
道
元
禅
師
に
し
て
言
い
得
た
こ
と
で

あ
っ
て
、
凡
眼
の
我
々
が
、

峯
の
色
、
谷
の
響

と
い
っ
た
自
然
を
、
仏
の
姿
で
あ
り
、
声
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
こ
と

に
注
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
道
元
禅
師
の
根
本
的
立
場
は
、
坐
禅
即
ち
実
修
に
よ
っ
て
、
仏
性
を
実
証
す
る
こ
と
に
あ
る
の
で
あ
る

か
ら
、
修
行
は
必
要
で
あ
り
、
換
言
す
れ
ば
自
己
を
措
い
て
仏
性
の
み
が
顕
在
す
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。

注１

船
津
洋
子

傘
松
道
詠
集

の
名
称
・
成
立
・
性
格

（

大
妻
国
文

第
五
号
、
一
九
七
四
年
三
月
）
↓

道
元
思
想
大
系

六
、
伝

記
篇
六
（
同
朋
舎
出
版
、
一
九
九
五
年
九
月
）
二
七
九
、
二
八
五
頁
。

２

山
内
舜
雄
氏
は
、
仏
性
が
内
在
す
る
と
い
う

え
を

仏
性
の
内
在
論

、
仏
性
は
既
に
顕
現
し
て
い
る
と
い
う

え
を

仏
性
の
顕
在

論

と
名
付
け
ら
れ
た
（

正
法
眼
蔵
聞
書
抄
の
研
究

大
蔵
出
版
、
一
九
八
八
年
九
月
、
一
三
七
頁
）。

３

松
本
史
朗

道
元
思
想
論

（
二
〇
〇
〇
年
二
月
、
大
蔵
出
版
）
三
頁
。

４

同
右
、
一
三
八
頁
。

５

松
本
史
朗

禅
思
想
の
批
判
的
研
究

（
大
蔵
出
版
、
一
九
九
四
年
一
月
、
以
下

禅
批
判

と
略
称
す
る
）
五
八
九
頁
。
松
本
氏
は

道
元
思
想
論

（
一
八
四
頁
）
に
お
い
て
、

仏
性
修
現
論

を

仏
性
修
顕
論

と
い
う
表
記
に
改
め
ら
れ
た
の
で
、
こ
の
図
も
改
め
た
。

６

松
本

道
元
思
想
論

一
三
八
頁
。

７

同
右
、
四
〜
五
頁
。

道
元
禅
師
と
自
然
（
伊
藤
秀
憲
）

二
〇
五



８

同
右
、
六
九
頁
。

９

同
右
、
三
四
〜
三
五
頁
。

10

同
右
、
三
五
頁
。

11

同
右
、
三
六
頁
。
松
本

禅
批
判

、
一
〇
〇
頁
。

12

こ
の
疑
問
は
伝
記
の
み
に
記
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
史
実
か
ど
う
か
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
後
で
述
べ
る
よ
う
に
、

宝
慶
記

に
同
様
の
問
が
如
浄
に
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
天
台
本
覚
法
門
に
対
す
る
疑
問
を
生
じ
た
と

え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

松
本
氏
は
、

仏
性
顕
在
論
に
お
い
て
は
す
で
に
仏
性
が
全
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
何
故
さ
ら
に
こ
れ
を
修
行
に
よ
っ
て
現
す
必

要
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か

と
い
う
氏
の
主
張
と
同
じ
も
の
と
し
て
、

訂
補
建

記

か
ら
と
思
わ
れ
る

本
来
本
法
性
、
天
然
自
性
身
、

若
し
此
の
ご
と
き
ん
ば
、
即
ち
三
世
の
諸
仏
、
甚
に
依
り
て
か
更
に
発
心
し
て
菩
提
を
求
む
る
や

と
い
う
、
道
元
禅
師
の
入
宋
前
の
疑
問

を
引
用
さ
れ
る
（

禅
批
判

五
九
四
頁
）。
帰
国
後
の
前
期
の
道
元
禅
師
の
思
想
的
立
場
が

仏
性
顕
在
論

で
あ
っ
て
、
修
行
は
必
要
な

い
と
す
る
な
ら
ば
、
入
宋
し
て
如
浄
に
出
会
っ
て
も
、

何
故
諸
仏
は
発
心
修
行
す
る
の
か

と
い
う
疑
問
は
、
何
ら
解
決
さ
れ
な
か
っ
た

こ
と
に
な
る
。

13

船
岡
誠

道
元
と

正
法
眼
蔵
随
聞
記

（
評
論
社
、
一
九
七
七
年
十
二
月
）
六
六
頁
。

牛
頭
法
門
要
纂

の
引
用
箇
所
は
、

天
台
本

覚
論

（
岩
波
書
店
、
一
九
七
三
年
一
月
）
三
五
頁
。

池
田
魯
参

宝
慶
記
｜
道
元
の
入
宋
求
法
ノ
ー
ト

（
大
東
出
版
社
、
一
九
八
九
年
六
月
）
で
は
、

道
元
が
疑
問
を
呈
し
た
主
張
は
、
源

信
以
後
の
日
本
天
台
で
流
行
す
る
に
い
た
る
本
覚
思
想
の

え
方
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
ま
た
宋
朝
禅
者
の
大
勢
を
決
す
る
見
解
で
も
あ
っ

た

（
二
二
〇
頁
）
と
す
る
。

14

松
本
氏
は
、

道
元
が

仏
性
顕
在
論

と
い
う
も
の
の
正
体
を
見
抜
け
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
つ
ま
り
、

仏
性
顕
在
論

と
い
う
も
の

を
如
来
蔵
思
想
の
発
展
形
態
と
し
て
明
確
に
論
理
化
で
き
て
い
な
か
っ
た

（

道
元
思
想
論

六
六
頁
）
と
す
る
。

15

仏
性

の
巻
の

仏
性
は
成
仏
よ
り
さ
き
に
具
足
せ
る
に
は
あ
ら
ず

の

具
足

は
、
仏
性
の
内
在
を
意
味
す
る
と
理
解
し
て
も
よ

い
で
あ
ろ
う
が
、

成
仏
よ
り
の
ち
に
具
足
す
る
な
り

成
仏
以
来
に
具
足
す
る
法
な
り

は
、
成
仏
以
後
も
内
在
し
て
い
る
の
で
は
お
か

し
い
し
、

栢
樹
子

の
巻
の

仏
性
は
成
仏
以
後
の
荘
厳
な
り

に
対
応
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
場
合
の

具
足

は
顕
在
を
意
味

す
る
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

道
元
禅
師
と
自
然
（
伊
藤
秀
憲
）

二
〇
六



16

遊
亀
教
授

親
鸞
と
道
元

（
講
談
社
、
一
九
八
六
年
三
月
）
で
は
、

仏
性
と
い
っ
て
も
、
自
己
を
措
い
て
ど
こ
に
も
仏
性
は
な
い
。
自

己
に
お
い
て
仏
性
は
現
成
し
て
く
る

（
一
九
一
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

17

冒
頭
に
掲
げ
た
道
元
禅
師
の
作
と
言
わ
れ
る
和
歌
は
、
こ
の
東
坡
居
士
の
最
初
の
二
句
と
内
容
は
同
じ
で
あ
り
、
こ
の

の
影
響
を
受
け

て
作
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

18

松
本

道
元
思
想
論

五
五
頁
。

19

同
右
、
六
四
頁
。

20

角
田
泰
隆

道
元
禅
師
の
修
証
観
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
（
三
）
（

宗
学
研
究

第
三
〇
号
、
一
九
八
八
年
三
月
）
二
四
七
〜
二
四

九
頁
。

（
二
〇
〇
二
・
一
一
・
三
）

道
元
禅
師
と
自
然
（
伊
藤
秀
憲
）

二
〇
七
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